
食肉類には、腸管出血性大腸菌（Ｏ157、Ｏ111など）やカンピロバクター、サルモネラなどの食中毒

をおこす細菌が付着していることがあります。

こうした細菌の多くは、家畜の腸の中にいることがあり、肉に付着する菌をゼロにすることは非常に

困難です。

ただ、これらの細菌は熱に弱いため、十分加熱（中心部分の温度が75℃で1分間以上）して食べれ

ば、食中毒の予防になります。

包丁やまな板を使い分けたり、生肉をさわったら、よく手を洗いましょう。

センターでは、食中毒発生時の原因究明や食の問題に対応するために、検査を実施しています。
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● 飲食店で食べる場合であっても、生肉料理（牛レバー･
ユッケ･鶏刺など）は避けたほうが安全です。

● 子どもや高齢者など抵抗力の弱い方は、特に注意しま
しょう。
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検査の正確さ

80,000回

残留農薬検査 検査試料がずらり…

私たちは、1日に3回食事をとっています。忙しい時は、2回のと

きもあるでしょう。一生のうちにとる食事の回数は、ざっと8万回

といわれてます。その食事は、安全でしょうか。

近年、食品に関する問題や事件が多発しており、食への不安感が高まっています。

もしも、食品検査をしなかったら…。

食品の安全・安心を確認するために、センターでは、野菜や果物などの残留農薬検査や加工食品

などの添加物検査などを行っています。

優秀賞 「第2回　たかまつ緑のカーテン・コンテスト」事業所部門で、

優秀賞を受賞しました。

GLP※は、検査業務（食品等の採取、機器の保守管理、食

品検査の実施、結果のとりまとめ等）の信頼性を客観的・科

学的に保証するための基準です。

センターは、食品衛生法による食品衛生検査施設であり、

GLPに従って食品の理化学的検査、微生物学的検査を行って

います。

さらに、検査担当外の職員が、

第三者的な立場で、検査を適正に

行っているかどうか確認していま

す。※「Ｇood Ｌaboratory Ｐractice」

の頭文字。（優良試験所基準）

遺伝子検査

信頼性確保部門による点検風景

高松市長から授与 ゴーヤのカーテン 節電効果あり



研究テーマ･外部評価委員会が開催されました

香川らしい国際協力プロジェクト

　試験研究機関の活性化を図るため、外部の専門家等による研究テーマの評価が行われました。

　センターの2題とも、評価基準（Ａ～Ｃの3段階）のうち、「Ａ評価」でした。

○　食品中の甘味料（甘草、ステビア）について（事後評価）

○　小豆島寒霞渓地区に自生するカンカケイニラの保護と回復に関する研究（事後評価）

【ベトナム国ハイフォン市保健医療人材育成プログラム】

9月28日に、ハイフォン市の医師らが、公衆衛生の知識・技術を向上するため、感染症や食中毒の検

査設備を視察しました。

めざせ!知識と技術のスキルアップ
1月10日から、香川県立保健医療大学臨床検査学科3年次生の

「環境・食品検査学臨地実習」を行いました。

環境保全や保健衛生について学習するほか、分析方法の実習を

行い、国家試験（臨床検査技師）の合格をめざします。

食品検査実施中

真剣なまなざし…
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